
「OBAYASHI CHRONICLE130 1892―2021」では、

2011年からの10年の経営史や、創業から130年の歴史

の概観を紹介。英語に加え、3月末には中国語（繁体字）、

タイ語、ベトナム語、インドネシア語にも対応予定です。

　本誌では、代表的な施工物件の写真を中心に日本

語・英語併記で当社の軌跡を紹介。著名人からの寄稿

文も掲載し、充実した内容となっています。

25 件の代表的な施工物件
を紹介

技術などにフォーカスした特集
記事も掲載

読者アンケート
2022年1月号

蓮輪社長の思いにしっかりと触れることができた。

2022年 社長年頭訓示

これまでと異なる状況の中で、皆さんが目標を定めて頑張っ
ている姿を知ることができて興味深かった。

VOICE

タイ大林で初めて導入した技術が実を結んでいる様子をと
ても頼もしく感じた。

海外赴任を目標にしているため興味が湧いた。いつか自分
もタイで素晴らしい建物に携わりたい。

Focusプロジェクト

DXが進む中、日本のインターネットの父である村井先生の
リアルな意見として「デジタルとアナログの共存」という考
え方に興味を持った。

村井先生の「環境さえあれば、人はどんどんクリエーティブ
になる」などのコメントは学びになった。

会長室へようこそ

旅行に行けない今、食事や風習などリアルな海外生活を知
ることができて参考になる。

わたしの海外生活記録

［ニュース&コラム］［ニュース&コラム］

林友会の
「後継者問題」をテーマとした

研修会を開催
　昨年12月9、10日に、建築本部本部長室生産企

画部と大林組林友会連合会が連携し、「後継経営者研

修会」を品川インターシティホールで開催しました。

　林友会会員が課題として挙げる「後継者問題」に

焦点を当て、今後会社経営を引き継ぐ後継者に、経

営者に必要とされる能力や人材育成の重要性を学ん

でもらいました。研修は座学とワークショップ形式

で行われ、外部講師の講義、当社役員の講話および

林友会の先輩経営者との座談会を実施。初の試みで

したが、参加者の反応は非常に好評でした。

　当社グループでは今後もサプライチェーン強化に

向けた施策を企画し、林友会と共に諸問題の解決を

目指していきます。
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資格取得者発表
2021年12月末現在の資格取得届登録完了者を掲載しています

合格おめでとうございます

大
林

組林友会 教育訓練
校

伊藤工業　安藤瑛一さん

2018年度弋コース修了

　受講生同士で知識を出し合い、学びを深めることで、仲間の大切

さを実感しました。また、経験が少ないタワークレーンの組み立て・

解体作業を実践できたことも良かったです。

　現場では常に責任感を持って作業し、一体感のある現場作りに活

かされる他職種とのコミュニケーションも大事にしています。今後

もリーダーシップを発揮し、信頼される職長を目指します。

　訓練校では、知らないことを恥ずかしがらず、仲間と楽しく学び、

現場で活かしてください。

名古屋支店創価学会千種JVなどの建築現場
で活躍中

熊本城復旧までの5年間の
軌跡を動画で紹介

大林組130年史の特設サイトを
昨年12月に公開

『大林組創業130 周年記念誌』を
1月に発行

　当社は、熊本城の復旧工事の映像「熊本城を救え 

Restore Kumamoto Castle」を公開しました。

　2016年4月に発生した大地震により、熊本城は天守

閣や櫓
やぐら

、石垣などが倒壊、崩落するなどの大きな被害

を受けました。その復旧工事に、当社が全力で取り組

んだ軌跡をたどる映像が完成。外観の復旧とともに、内

部・外部構造をより強固なものにするため、さまざま

な職人が持つ伝統的技法と、当社開発の制震装置クロ

スダンパーなど最新技術の両方を駆使して進めた工事

をダイジェストで紹介しています。

よみがえる熊本城を11分間の動画で紹介

日本語版	：https://www.youtube.com/watch?v=60Foi0JIAzA
英語版	 ：https://www.youtube.com/watch?v=NzeY86-ekRg

各地区の林友会から推薦を受けた幅広い年齢層の20人が参加

大川建築本部長による講話の後には活発な質
疑応答や意見交換が行われた

外部講師のアドバイスを受けながら人材育成
をテーマに討議

伊藤代表取締役社長から

現場を任せられる職長へと成
長しています。昨年、1級とび
技能士の資格を取得し、ます
ますの活躍を期待しています。
大林組の看板現場を任せられ
るようなスーパー職長を目指
してください。

建築設備士の資格取得には建築の一般知識、
空調・衛生設備、電気設備と幅広い理解が必
要になります。私は空調・衛生設備を担当し
ていますが、取得を目指すことで、業務で経験
のないものや、担当外の設備についての知識
を深め、今後に活かしたいと考えました。勉強
は休日を中心に行い、予定がある日は時間を
確保するために早起きし、問題を繰り返し解
きました。これからも業務につながる知識習
得に向け、勉強を継続していきたいです。

井上友理 主任

本社 設計本部設備設計第三部
設備設計第一課

勉強は
休日を中心に

合格者の声 建築設備士
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